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放射線ダウン情報

市では、放射線による健康影響に不安を持たれている市民等に、放射線

量等を確認することで、不安軽減や健康管理につなげていただきたいと考

え、追カロ外部被ばく量を調べるガラスバッジの貸与を行つています。

また、同様に、ホールポディカウンターによる内部被ばく検診を、 18
歳以下で 2回、 19歳以上で 1回 という形で検査申込みを受け付け、実施

しています。

○ガラスノヽッジは、福島第一原子力発電所事故等の影響による人工の放射性物

質によって追加で受ける外部被ばく量を知ることが出来ます。本市が測定する

「追加外部被ば<量」は、原発事故前の自然放射線量を差し引いた被ば<量と

して、結果をお矢□らせしています。

○ホールボディカウンターは、体に取り込んだ放射性物質どの程度であるのか

を測定する装置です。放射性セシウム等のγ(ガンマ)線を出す放射性核種を

沢」定することができます。

さて、福島第一原子力発電所事故から 12年が経ち、これらの

検査等の結果はどうなつているか、経年変化を見てみましょう。
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ガラスバッジによる年PB3利用者 (全体)の推定追加外部被ばく量 (平均)の経年変化
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※H25年度では高い値を示す結果となっていますが、測定者の一部の方の着用方法が不適
切であつたため、一時的に高<なつたことが分かっております。その後の数値は右肩下が
りで低い値で落ち着いている状況です。

ホールボディカウンターによる放射性セシウム検出率の経年変化
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内部被ばく量に関しては、国が早い段階で食べ物に厳 しい出

荷制限をかけ、流通食品の安全性を確保 していることから、

体内から放射性物質が検出されないことが重要です。このこ

とからここでは検出率を確認 しています。

内部被ばく量について、平成 28年度以降の検出率は0.1%と なつています。なお、

検出された方の原因は、未沢」定の山菜やイノシシ肉などを食べたことが挙げられます。

いかがで しょうか ?近年の追加外部被ば<・ 内部被ば<量は、日常生活の中において、

低い値が続いており、健康に影響が及 Sヽ沢」定結果となつた方はいませんで した。このこと

から、必要以上に放射線被ばくによる健康影響を気にすることな <、 日常生活を送ること

ができる環境にあると考えます。

※ガラスバ ッジの貸与やホールボディカウンターの測定は費用負担な しで実施 しておりま

すので、希望される市民等の方は健康づ<り課までお間含せ<ださい。
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